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　経済のグローバル化による中心市街地の空洞化
や地場産業の衰退、人口動態の急激な変化による
まちの少子高齢化や地域社会におけるコミュニテ
ィの崩壊など、日本の多くの地域社会は経済的に
衰退しまた文化的な魅力を失いつつある。また、
気候変動など根本的に地域の持続性を脅かす問題
も現実味を帯びてきた。このような社会状況のな
かで東京造形大学の置かれている社会的な位置や
社会に対し果たすべき役割も変化してきている。
今まで本学は、地域社会とはあまり関わりを持た
ず、たまたまそこに立地しているだけであった。
地域社会から分離し、閉じた世界の中で造形教
育・研究を行ってきたのである。育成されたデザ
イナーやアーティストは、「地域社会」の担い手に
なるというよりは「どこかにある会社」の担い手
となることが多かった。しかしこれからは地域社
会と連携し地域社会の課題に取り組むことによっ
て地域社会を持続可能な社会として再構築するこ
とが本学の造形教育・研究において重要になって
きていると感じている。また地域社会にとっては
本学とこのような創造的な関係構築することによ
って地域社会の課題解決を図ることができるので
はないだろうか。
　このような背景から東京造形大学現代造形創造
センター（CSC）は、2016年2月に八王子市子安町
に八王子との社会連携を展開・強化していくなか
で大学の新しい活路を見出す社会実験的な試みと
して「Zokeiまちなかカレッジ」を開校した。この
Zokeiまちなかカレッジは本学の学生や教員が地
域社会の中で何ができるか・何をすべきかを地域
の中で学び発見し、地域の人々と様々なプロジェ
クトを共創することを通して単なる地域社会貢献
だけでなく、持続可能な地域社会への移行を促進
するためのソーシャル・イノベーション創出の拠
点、そしてその創造を担う次世代のデザイナーや
アーティスト育成していくことを目的に設置され
た。本論文では、まだ開校して間もない「ZOKEI
まちなかカレッジ」における活動報告とこれから
のまちなかカレッジのあり方について考察する。
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　経済のグローバル化による中心市街地の空洞化
や地場産業の衰退、人口動態の急激な変化による
まちの少子高齢化や地域社会におけるコミュニテ
ィの崩壊など、様々な社会的な課題や気候変動な
ど根本的に地域の持続性を脅かす環境問題などの
影響が日本全国様々なところで現れてくるにつれ、
デザイン・アートの領域は拡大し社会に果たすべ
き役割が変化してきている。言い換えるとデザイ
ン・アートは新しい価値を創造し、地域課題解決
することによって地域の産業や社会にイノベーシ
ョンを起こし、疲弊した地域を活性化する有効な
手段として認知されてきたのである。例えば、地
域と美大が連携して新しい商品開発を行ったり地
域ブランドの構築を図ったりアートプロジェクト
で商店街を活性化したりなどである。これに呼応
してデザイナーやアーティストを輩出する美術大
学の教育・研究のあり方にも変化が求められてき
ている（岩瀬 2015）。しかしそのような実社会で
の必要性はすぐに美術大学の教育カリキュラムに
反映されるわけではない。美術大学と地域社会と
の連携の促進はこの実社会での必要性を大学の教
育構造に望ましい変化を誘発する重要な役割を果
たすことができると考える。
　本学の創立者桑沢洋子は著書「ふだん着のデザ
イナー」の中で本学の造形教育において「社会」と
「デザイナー」のつながりを造形教育の基本にし
ていたにもかかわらず、今まで「地域社会」との「つ
ながり」つまり「連携」はあまり重視されてこなか
った（桑沢 2004）。創立以来本学は本学が立地す
る多摩地域はもちろん八王子の地域社会とはあま
り深く関わりを持たず、開学した1966年当初は元
八王子町に、1993年以降は宇津貫町に「たまたま
そこにある」存在であった。かつては八王子の彫
刻まちづくりやいちょう祭りへの協力・連携を行
っていた時期もあったが、このような単発の事例
を除いて継続的にそして積極的に地域社会と創造
的な関係を構築してきたことはなかったように思
える（八王子事典の会 2001）。
　基本的に本学は地域社会から分離し、閉じた環
境の中で造形教育・研究を行ってきたと言えるの
ではないだろうか。2006年に新教育基本法が制定
されたことにより大学の使命の一つとして研究成
果の社会への還元が明記されたことにより本学で
も社会連携は促進されてきているが、本学で強調
されてきたのは特に「産学連携」、つまり産業界
へ研究成果を還元することが重視してきたように
思える。このような理由から本学における社会連
携は企業との連携がなじみやすいデザイン科を中
心に行われてきたように見える。しかし社会連携
を本学の一部の人たちが取り組むものから大学全
体の取り組みとしていくためには、新たな連携の
可能性を模索しなければならない。さもなければ
社会連携は本学の造形教育・研究の特色にはなり
えないのではないだろうし、地域社会から必要と
される大学にはなれない。
　現在はデザイン・アートに地域社会が抱える課
題の解決をすり合わせていくことが重要になって
きている。これは本学にとっては地域社会と連携
し地域社会の課題に取り組み持続可能な地域社会
を実現に寄与することは大学の新しい価値創造に
なっていくのではないだろうか。一方で地域社会
にとっては本学とこのような創造的な関係を構築
することによって地域社会の課題解決を図ること
ができるのではないだろうか。従って本学はキャ
ンパスで連携相手からの誘いを待つべきではない。
積極的にキャンパスを飛び出し、地域社会が抱え
る課題の解決していくための連携相手を見出す必
要がある。地域社会には様々なアクターが存在す
る。それぞれのアクターは各々の活動を展開して
いる。どのようなアクターがどんな活動を行って
いるかまず知る事が社会連携活動を展開する第一
歩である。
　このような背景から2016年2月16日に東京造形
大学の現代造形創造センター（以下、CSC）は八
王子市子安町に社会連携の拠点「ZOKEIまちなか
カレッジ（以下、まちなかカレッジ）」をスタート
させるために、「地域連携の誘い」というオープニ
ングパーティーを開催した。この集まりには、本
学関係者をはじめ、八王子市役所職員、八王子市
議会議員、商工会議所職員、中小企業経営者、個
人事業主、地域住人、NPOメンバー、学生など様々
なバックグランドを持つ総勢60人弱の人々が参加
した（図１）。本学と地域の様々なアクターがう
まく連携していくには信頼に基づいた関係（信頼
ネットワーク）を大事に築いていく必要がある。
大学がいくら社会連携活動を行いたくて地域にの
このこと出て行っても地域の人々と信頼関係がな
ければ相手にされないのである。
１．はじめに
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た。但しすべての依頼や相談が実現に向かってい
るわけではない。
　依頼のあった７つの案件に対して５つ（全体の
約71％）は八王子市からの依頼であった。具体的
な内容は八王子医療刑務所壁画製作に関するもの、
　このオープニングパーティーは地域の人々と知
り合うきっかけづくりを目的としたものであった。
そしてなぜ八王子の子安町かという第一の理由と
して本学は八王子市にある大学であり地元である
からである。第二の理由として地元の人が子安町
の空き家をまちなかカレッジの活動に無償で貸し
てくれることとなったからである。もちろん本学
の社会連携活動は八王子に限定するものではない
が、以上の理由からまずこの八王子の地に足をつ
け社会連携活動を初めてみようということである。
以後の議論ではまちなかカレッジの活動に焦点を
当てて進めていく。
　まちなかカレッジは、2016年4月、東京造形大
学新年度がスタートしてから本格的な活動を開始
した（図２）。
　２月のオープニングパーティー以後、まちなか
カレッジには社会連携に関する問い合わせが多数
寄せられた。2016年9月現在、まちなかカレッジ
に来た依頼や相談をまとめると表１のようになっ
図1　CSCがまちなかカレッジで主催したオープニングパーティー「地域連携の誘い」の様子
表1　 まちなかカレッジに依頼・相談があった案件の内容と
連携組織・団体
２．まちなかカレッジのこれまでの活動
　　について
図2（写真左）まちなかカレッジ外観（写真右）まちなかカレッジの看板
依頼・相談内容 連携組織・団体
八王子医療刑務所壁画
製作
八王子市役所都市緑化
フェア推進室
八王子シティプロモーシ
ョン 八王子市役所都市戦略課
清掃デーボランティア 八王子市役所ごみ減量対策課
八王子学生CMコンテス
ト募集要項の作成と審
査協力
八王子市役所学園都市
文化課
高齢者生活支援団体の
PR動画制作 八王子市高齢者福祉課
肥沼信次博士顕彰碑製
作
Dr. 肥沼の偉業を後世に
伝える会
フードバンク八王子ロゴ
デザイン
一般社団法人フードバン
ク八王子
（2016年9月現在）
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八王子シティプロモーションに関するもの 1、清
掃デーボランティアに関するもの、八王子学生
CMコンテスト募集要項の作成と審査協力に関す
るもの、高齢者生活支援団体のPR動画制作に関
するものであった。依頼した部署も都市緑化フェ
ア推進室、都市戦略課、ごみ減量対策課、学園都
市文化課、高齢者福祉課など様々であり、市の活
動にデザインやアートが関与できる部分が多くあ
ることをうかがわせる。また、まちなかカレッジ
を設置したことが本学の社会連携に対する社会的
メッセージとして受け取られることにより、八王
子市役所にとっても本学と連携が取りやすい環境
が整い、お互いに顔の見える関係性が構築し始め
たことも要因としてある。そしてこれにより本学
と八王子市役所は創造発展的な関係が構築され始
め、ついには平成27年10月3日に本学と八王子市
との包括連携締結へつながっていった（図３）。
　八王子市役所以外では、市民団体から１件と社
団法人から１件であった。依頼も「Dr. 肥沼の偉
業を後世に伝える会」や「一般社団法人フードバ
ンク八王子」といった組織であった。依頼内容は
肥沼信次博士顕彰碑製作に関するもの2やフード
バンク八王子のロゴデザインに関するものであっ
た。依頼してきた組織は市民団体や一般社団法人
など従来の産学連携を中心とした社会連携ではあ
まり馴染みのない組織・団体であるが、このよう
な組織や団体から依頼があるということは地域社
会の中にはデザイン・アートが関与できるけどあ
まり関与していない領域はまだまだあるように感
じる。そしてDr.肥沼の偉業を後世に伝える会か
らの依頼は八王子市の多文化共生推進課を通して
のものであった。本学が八王子市と制度的に連携
することによって市が持つネットワークとの更な
る連携が広がっていく可能性があることを示して
いると言える。図４にまちなかカレッジの活動の
様子を写した写真を示す。
　しかしながらまちなかカレッジでは、一方的に
外部からの依頼に応えるだけではなく自らも様々
な実験的な授業や講座などの試みも行っている
（表２）。
　これらの試みは体験学習や問題解決学習やディ
スカッションの手法を用いたアクティブ・ラーニ
ングを基本としている。以下に示すものはすでに
実施したもの及び実施が確定しているものである。
まちなかカレッジで行なわれている活動は「「た
ましん」の利活用を考える」という連続公開講座
や「地域と共創するパブリックアート」という連
続公開ワークショップなど、地域の人々と造形大
学が一緒に行うものと⑴「TZU DESIS Labの活
動：八王子におけるサステナブルな地域づくり」、
⑵ハイブリッド授業科目「八王子医療刑務所壁画
製作を現場体験する」、⑶ハイブリッド授業科目
「地域元気化プロジェクト in 八王子」など、一般
に公開はせず大学の正規の授業として行う２種類
ある。図５にまちなかカレッジの地域の人々と行
図3　東京造形大学と八王子市包括連携締結の様子
図4　（写真左）肥沼信次博士顕彰碑製作現地視察の様子　（写真右）八王子医療刑務所壁画の打ち合わせの様子
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とっても社会の中でアートやデザインを考える貴
重な機会となってきている。しかし正規のカリキ
ュラム外で行なわれているために、参加は学生の
自主性に任されているので学生の継続的な参加が
困難であったり、活動予算がなかったり、教員や
学生への周知が徹底されてなかったりするなど課
題は残っている。今後、社会連携活動を基礎とし
たプロジェクトが正規の授業として成立していけ
ば本学の教育・研究の特徴となっていくと考えら
れる。
　地域社会の中で社会連携活動を展開していく上
で重要なことは、本学と社会をつなぎ・調整する
った活動の様子を写した写真を示す。
　地域の人々と造形大学が一緒に行う活動はCSC
によって主催され、本学の正規のカリキュラム外
で行なわれていることが特徴的である。従って
CSCの独自の考えのもとで行なわれ、授業化のた
めの様々な縛りがなく自由度の高いものなのです
ぐに実行に移せるというのが利点である。なぜな
らまちなかカレッジの活動は実験的なものなので
考えついたものをすぐに試してみることが出来る
ことは、実験環境としては最適だからである。ま
た地域交流を通したダイナミックな学習体験は、
自己の中だけで表現を考え追究しがちな美大生に
表2　まちなかカレッジで行なわれているもしくは予定の様々な活動について
活動名 活動内容
まちなかカレッジ連続公開講座
「「たましん」の利活用を考える」
この連続公開講座はJR八王子駅南口に長い間放置されている「た
ましん」の空き店舗を地域の人たちと東京造形大学教員や学生が
共に考えていく。2016年4月～7月の間隔週で開催。
造形プロジェクトB-26 IとII「TZU 
DESIS Labの活動：八王子におけ
るサステナブルな地域づくり」（本
学大学院授業）
この授業を履修した大学院生とまちなかカレッジを拠点に地元の
人たちにヒアリングを行い、それをもとに課題発見・プロジェク
トをデザインしていく。2016年4月～2017年1月まで開催。
まちなかカレッジ連続公開ワーク
ショップ「地域と共創するパブリ
ックアート」
このワークショップは2016年9月から12月までの間に毎月１回程
度、八王子の地域の人たちをまちなかカレッジに招き、八王子医
療刑務所の壁に描く絵についてフリーディスカッションや下絵の
作成を行いながら八王子地域と東京造形大学が共に考えていく。
地域住人が参加。2016年９月～12月の間、毎月１回で開催。
まちなかカレッジワークショップ
「八王子の未来を考える」
八王子医療刑務所壁画制作に関連し、八王子市立第六小学校で第
六小学校と第三小学校の小学生に「八王子の未来を考える」とい
うワークショップを開催した。小学生30人が参加した。2016年12
月に開催。
ハイブリッド授業科目「八王子医
療刑務所壁画製作を現場体験す
る」
この授業では大学のキャンパスを飛び出して、JR八王子南口にあ
る八王子医療刑務所で行われる壁画の製作に参加します。実際の
壁画製作に参加することで、壁画は「どのようにして描かれてい
くのか」や「どんな心構えや準備が必要なのか」や「どんな資格
や技術が必要なのか」など現場での実体験を通して全体のプロセ
スを学んでいきます。また、このプロジェクトに関与した人々の
それぞれの視点から八王子医療刑務所壁画製作を振り返ってもら
い、何を体験し何を学んだのか共有することを通して現場体験の
全体を明らかにします。2017年4月～2017年7月まで開催。
ハイブリッド授業科目「地域元気
化プロジェクト in 八王子」
この授業では、表現を通して八王子市福祉高齢者福祉課と連携し
高齢者の生活支援している団体（町会、自治会、NPOなど）の
活動を支援することに取り組む。市内地域では高齢化が進んでお
り、高齢者の生活支援を互助的に行っている地域団体がいくつも
存在しているが活動自体が地域住民に十分に伝わっているもので
はなく、新しい会員や担い手が広がっていない課題がある。この
課題解決に向け、団体の活動の認知を向上させる団体の活動を紹
介するPR動画や活動の普及啓発を目指したプロダクツの制作を
受講生と高齢者の交流を通して考えていく。
（2016年10月現在）
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　今までのまちなかカレッジの活動を振り返って
みると今後の活動のあり方として二つの方向性が
見えてきた。一つの方向性として考えられるのは、
今までの活動にあったように個別の組織や団体と
本学の連携を強化していくこと。つまり一対一の
連携の強化である。もちろんこのような連携の目
的は社会全体というよりは、個別の組織が抱える
もしくは取り組んでいる課題を解決することを通
し個別に貢献していくことである。しかしながら
従来のこのような貢献は非継続的であった。今後
重要になってくるのは、キャンパスで相手からの
社会連携の誘いを待っているのではなく、積極的
に社会連携の相手を見出すことである。これには
仕事を取ってくるような営業活動のようなことと
言えるかもしれない。すでに述べたように地域社
会の中にはデザイン・アートが必要とされている
領域が多くある。しかしながらそれらの領域にい
る組織・団体はデザイン・アートとの接点がない
ところである。よってそれらの領域と本学をつな
ぐことは大いなる社会連携活動の可能性があるよ
うに感じる。まちなかカレッジは八王子市などの
自治体がもっている広範囲なネットワークを活用
することでその新しい社会連携活動の可能性が開
けてくる。そのためには、自治体と本学の間で連
絡協議会など情報共有したり議論したりする場の
創出が必要である。またZOKEIまちなかカレッ
ジの活動を八王子だけに限定することではなく多
摩地域全体 3にも活動範囲を広げ連携相手を見つ
けていくことも必要になってくる。必要があれば
他の自治体とも包括提携を結ぶことも必要である。
社会連携コーディネーターの存在である。このコ
ーディネーターはCSCが現在行っている。地域社
会と大学の間にコーディネーターがいないと社会
連携はスムーズにいかなくなる。このコーディネ
ーターの活動は地域からの要望とそれに応えるた
めの大学側の調整や契約に関することまで社会連
携を実現するためのとても長いプロセスを要する
ものである。またコーディネーターが地域に出て
行って行う活動（フェース・ツー・フェースコミ
ュニケーションや情報共有など）個人的に築き上
げる信頼ネットワークが社会連携活動を促進・展
開していくには不可欠である。つまり、本学と地
域社会の間で社会関係資本の創造が必要なのであ
る。社会関係資本とは信頼、互酬性の規範、ネッ
トワークもしくは絆によって、人びとに共同性を
再生させる機能を担うものであり、本学と社会が
協働で社会連携活動を創出し実行するための潤滑
油である。決して表立って見えることではないが
このような地道な活動なしに地域社会との協働は
持続していかない。つまり社会連携は結局、人と
人との連携ゆえにコーディネーターが間に入って
社会関係資本を創造しないとやはり社会連携の実
現は難しいものになってしまうのである。肥沼信
次博士顕彰碑製作に関する案件が実現しなかった
要因の一つにはこのコーディネーション不足によ
る信頼関係構築がうまくいかなかったことである。
つまり市民団体からの要望とそれに応えるための
大学側の体制作りの調整が十分でなかったのであ
る。社会連携活動の実現推進においてコーディネ
ーションを通した社会関係資本の創造が非常に重
要な活動であることがわかったのはこの失敗から
得られた重要な教訓であった。次からは今後の活
動のあり方について議論する。
３．まちなかカレッジの今後の活動のあ
　　り方について
図5　（写真左）まちなかカレッジで開催したセミナーの様子　（写真右）連続公開ワークショップ「地域と共創するパブリックア
ート」の様子
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や市民団体などの「民」、小企業や協同組合など
の「産」、大学などの「学」が存在している。まち
なかカレッジがそれらのアクターをつなぎ、デザ
イン・アートに地域社会が抱える課題をすり合わ
せることによって地域の産業イノベーションによ
る地域分散型経済の確立（例：ものづくり、エネ
ルギー、食の地産地消の推進）や地域社会の課題
解決し持続可能な地域社会を実現していくことを
目指すべきである（図６）。個別の組織の持続性
ではなくそれぞれの組織が属している地域社会全
体の持続性に貢献することは、結局は個別の組織
の持続性に貢献することにつながってくることに
なるのではないだろうか。
　またまちなかカレッジで展開する社会連携活動
は多摩地域だけに限定すべきではない。社会連携
活動を狭い八王子地域の中だけに閉じるのではな
く、もっと視野を広く持ち国際社会とも積極的に
連携してくことも今後重要である。これは海外か
らの学生や教職員にまちなかカレッジをオープン
にするということだけではなく私たちも国際社会、
特に東南アジアや南アジアなどへ積極的に出てい
って現地の人たちと連携しデザイン・アート通し
その社会が抱えている課題に取り組むことを意味
する。このように社会連携を捉えていくと、本学
は地域社会から必要とされるだけでなく、国際社
会からも必要とされる大学になっていくのである。
そしてまちなかカレッジはこのような地域社会と
国際社会をつなぐゲートウェイになっていくこと
ができる。そして今後このようにまちなかカレッ
ジの活動を持続的に展開していくためには、社会
連携活動を本学の教育構造の中に組み込んでいく
必要がある。
　本論文はまちなかカレッジを拠点とした八王子
さもなければ本学の社会連携の安定化は困難であ
りまたデザイン・アートを通して地域社会の課題
に取り組み持続可能な社会の実現に積極的に関与
することはできない。社会連携活動を本学の教
育・研究の特徴とし正規の授業にしていくために
は、プロジェクトが毎年安定的に供給されなけれ
ばならない。今年度の授業はあるけど来年度はあ
りませんでは授業として成立しないのである。そ
のためには、まちなかカレッジが社会連携活動の
窓口となり、（1）外部に周知するための展示イベン
トの開催、地域交流を目的にした会合（例、地域
連携の誘い）の定期的な開催、（2）本学の研究成果
などのシーズと地域のニーズのマッチングするイ
ベントの定期的な開催、（3）B2Cにチャレンジした
い地域で活動しているB2Bベースの中小企業を募
る仕組みの構築（例　中小企業のシーズを学生の
デザインによって商品化するプロジェクト）など
通して連携相手を見つけてくることが重要である。
また、本学の体制として外部の様々なプロジェク
トに対応できる科目群の設置やデザイナーズ・バ
ンクの設置など仕組みの構築が必要である。デザ
イナーズ・バンクは、フリーランスになりたい卒
業生にはお金を稼ぎながら実務経験を積む場とな
り、在学生にとってはアルバイトをしながらデザ
インの実務を学べる機会となり、大学にとっては
卒業生支援やキャリア支援となる。まちなかカレ
ッジが中心となりこのような活動の提案やマネジ
メントを行っていけると考えている。もちろん活
動の担保となる予算も必要となり、そのためには
現在実験的な存在であるまちなかカレッジの役割
と機能がしっかりと学内組織の中に位置付けられ
なければならない。
　二つ目の方向性として考えられるのは、まちな
かカレッジと複数の組織との社会連携である。地
域社会の中には様々な活動をしているアクターが
存在しています。それらの活動をカテゴリーごと
に分けてみると、自治体などの「官」、地域住人
図6　まちなかカレッジの今後の活動のあり方の概念図
４．結び
社会連携拠点Zokeiまちなかカレッジの活動報告と
これからの活動のあり方についての考察
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た両氏は時には様々な人との仲介役、時には貴重
な助言をするアドバイザー、時には温かく見守る
親のようにしていただきました。
注
1 八王子市役所都市戦略室と打ち合わせを重ねたが来年度以降
に持ち越しとなった。
2 協議を重ねたが製作プロセスに関する課題でこの顕彰碑は実
現しなかった。
3 多摩地域は26市3町1村で構成されている。そして多摩地域に
は農業、林業、観光など多様な産業がある一方それぞれの産
業でかかえている課題もある。
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